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【背景と目的】 
東京医科大学での解剖学履修評価は，解剖学的知識を問う筆記試験と献体標本を用いて出題する実
習試験を併せて行っている。筆記試験成績が高い学生が必ずしも実習試験成績が高いとは限らない例
はしばしばみられ，両者は異なる能力を測定している可能性がある。両者の試験成績の相関を調査し，
この仮説を検証した。 
 
【対象および方法】 
2003年度から 2010年度の間に東京医科大学 2学年次に在籍し,前後期実習試験,筆記試験の全てを受
験した,898 名の成績を対象とした。本研究では年間および学期ごとの実習試験と筆記試験の相関を客
観的に評価するために以下の 4 項目を設定した。(1) 前後期合計の実習試験の正答率と筆記試験の正
答率,(2-A) 前期のみの実習試験正答率と筆記試験正答率,(2-B) 後期のみの実習試験正答率と筆記試験
正答率,(3)筆記試験の正答率変動(後期筆記試験正答率-前期筆記試験正答率)と実習試験正答率の変動
(後期筆記試験正答率-前期筆記試験正答率)。これらそれぞれについて相関係数(r)を求めた。更に，各
学生の実習試験成績と筆記試験成績の関係を類型化する目的で，上記 4 項目のそれぞれについて平均
正答率を求め,学生を a 実習試験と筆記試験の両者共に平均正答率以上,b 両者共に平均正答率未満,c 
実習試験のみ平均正答率以上,d 筆記試験のみ平均正答率以上と 4群に分け割合を検討した。 
 
【結果】 
（1）前後期実習試験の正答率と筆記試験の正答率との間（r=0.47, p<0.001）,（2-A）前期実習試験
正答率と筆記試験正答率の間（r=0.48, p<0.001）にはある程度の相関を認めた。これらに比し（2-B）
後期実習試験正答率と筆記試験正答率の間の相関は有意だが比較的弱かった（r=0.29，p<0.001）。さ
らに，（3）前期から後期にかけての実習試験正答率の変動と筆記試験正答率の変動との間には相関を
認めなかった（r=0.18, p<0.001）。 
 
【結論・考察】 
（2-A）前期筆記試験と実習には一定の相関は認めたものの,その他の項目において明らかな相関性
を見出せない事から,両者の試験はそれぞれ学生を違う角度から評価していることが示唆される。筆記
試験が暗記や受験テクニックのみで乗り越えられる一方で,実習試験は献体毎の個性もあり，明確な観
察力・洞察力が要求される。将来医師となる上で千差万別な患者を正確に診察していく上でも，実習
試験で要求される観察力・洞察力は必須の技量である。解剖学を学ぶ目的だけではなく,将来を見据え
た医師としてのスキル獲得という観点からも，実習試験は必須であると考えられた。 
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